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本書は，表題にもあるように，微生物学，免疫学の分野における，その時々の
トピッグスを総説として納めた，シリ}ズ物の lつである。この巻には，近年，
特に進歩の著しい腫蕩-ウイルスに関する 3つの総説と，抗体抗原反応の動力学
Integration of Viral 1. つの総説が納められている。すなわち，lに関する 
DN A into the Host Genome. 2. Leukemic Transformation with Avian 
Myeloblastosis Virus: Present Status. 3. The Reticuloend of theliosis 
Viruses. 4. Antigen-Binding Properties of Antibod y Molecules: Time-
Course Dynamics and Biological Signi白cance.である。以下各章ごとに簡単に
紹介する。第 1章は，ウイルス DNAの宿主 DNAへの桜入についての総説であ
るが，最もよく解明されている例としてパグテリオファージ lambda，Muをあ
げ詳細に述べたあと，近年，急速に研究が進められている動物ウィルスについて，
多数の例と文献をあげ書かれている。 lamdaDNAが環状 DNAを形成し大腸菌
の DNAの特定部位に根入する機構は分子レベルで解明されているが動物ウイ
ルスで、は不明の点が多い。そもそも，動物ウィルスのゲノムが宿主細胞の DNA
に版入する事実は， adeno virus 12型で発見され，その後 SV40でよく研究
されてきているが幌入機構については lambda との相似性が想定されているだ
けで，細胞あたりのウィルスゲノムの数・牒入部位・リプレッサーの有無・細胞
の形質転換との関連など詳細はほとんど不明といってよい。その他ここで恨われ
ているウィルスは， polyoma virus， adeno-SV 40 hybrid virus， herpes 
virus，RNA tumor virusであるが，これらの腫傷ウィルスでは，撮入機構と
いうよりは， むしろ，宿主 DNA上のウィルスゲノムの存在の詳明法に力点が
置かれている(文献数: 482)。 第 2章は，現在までに見い出されている avian 
myeloblastosis virus (AMV) の総説である。 AMV は， in vitro で 
hematopoietic tissue を効率よく形質転換しうることから細胞レベルでの白血
病誘発の好材料となっているので近年，研究が活発な分野である。 ここでは 
AMVの起源，生物学的特性，病理，培養細胞の形質転換，定量法，分類，不完
全住子など全般にわたっているが， in vitroの assayに重点が置かれているよ
うに思える。(文献数:83)。第 3章は，鳥類に腫蕩を作るウィルスとして知られ
ている reticuloendtheliosesvirusの総説である。このウィルスは， 1960年代
に入ってから研究が始まった比較的新しい分野であり，分類，形態、，化学組成，
安定性，宿主，免疫，病理などに分け記されているが，文献数も少ないため，著
者は，この総説を書くまで‘に発表された，報告をすべて文献としてあげたと記し
ている。(文献数:69)。第 4章は，他の 3章とかなり異り，抗体分子の抗原への
親和性を動力学的視点から補えた総説である。以上，木書は，全体としてページ
数も少し小冊子となっているが，各総説とも項目を細かく分類し，手ぎわよく
まとめてあるので，各分U!}の研究者にとって知識の整理に便利であるし，原者:を
引き出す手引き書としても有用であると，思われる。また，各総説とも現状の説明
にとどまらず，今後の問題点については著者の豊富な考察が加えられているので
直接この分野にたずさわる研究者にとっても有意義であろう。
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